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｢気仙沼にもう一度行ってみたい｣という観光客が 1 人でも増えるように 

 

仙台宮城ディスティネーションキャンペーンで全国的に注目される２００８年１０月から

１２月までの３ヶ月間、気楽会では地元の若者ならではの視点で、気仙沼の魅力をアピー

ルしていきたいと考えました。多くの観光客が期待できる毎週日曜日に JR南気仙沼駅構内

に観光案内所「こちら！気楽会 観光案内課」を開設し、気仙沼の観光をサポートしようと

動き出しました。観光案内所と銘打つには、気仙沼についての深い知識や経験も不足して

いますが、“気仙沼を楽しんでもらいたい”という若者の熱意で補えられると思いました。

旅は、その土地の美味しいものを食べ、美しい景色を見ることばかりでなく、地元の人と

触れ合うことも醍醐味の一つです。地元の若者だから知り得るお勧めスポットや、食べて

欲しい一品など、楽しい会話とともに気仙沼観光のプラスアルファを紹介していければ、

きっと観光客も喜んでもらえるはず、と。私たち自身も案内所の活動を通して気仙沼のこ

とをより深く知ることになり、まちづくりサークルとしても、次のステップへ活かす絶好

のチャンスと思いました。もしかしたら、この試みの成果は気仙沼全体で見れば小さいも

のかもしれません。しかしながら、地元の若者による自発的な試みは、これからの気仙沼

にとって大きな一歩になると考えました。この活動で「気仙沼にもう一度行ってみたい」

という観光客が 1人でも増えるように－。 

 




